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条
例
そ
の
他

（
要
旨
）
平
成
20
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
職
員
の
給
料
月
額

の
減
額
措
置
を
25
年
度
は
０
・

（
要
旨
）
平
成
７
年
以
来
、
約

17
年
ぶ
り
に
町
長
等
の
給
料
月

額
を
見
直
す
た
め
、
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
議
で
は
雇
用
情
勢
や
社

会
情
勢
に
よ
り
町
民
が
抱
え
る

痛
み
を
分
か
ち
合
う
姿
勢
が
重

要
だ
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
町

長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給
料

月
額
を
10
％
減
額
し
、
そ
れ
ぞ

れ
76
万
１
千
円
、60
万
８
千
円
、

57
万
円
と
し
ま
し
た
。
ま
た
更

に
、
そ
の
額
か
ら
平
成
25
年
４

月
１
日
か
ら
26
年
３
月
31
日
ま

で
１
％
を
減
額
し
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

５
〜
１
％
、
減
額
し
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

給
料
月
額
の
引
き
下

げ
の
対
象
は
。
ま
た
、
ラ

※

ス
パ

イ
レ
ス
指
数
と
の
関
係
は
。

　

全
職
員
が
対
象
。
平

成
20
年
度
か
ら
給
料
を

引
き
下
げ
て
お
り
、
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
は
下
が
っ
て
き
て
い

る
。

（
要
旨
）
高
度
の
専
門
的
知
識

を
持
つ
職
員
を
期
限
付
き
で
採

用
す
る
た
め
定
め
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
東
海
林
一
樹
議
員
）

　

ど
ん
な
部
署
に
必
要

か
。

　

震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
業
務
に
限
ら
ず
、

今
後
の
業
務
の
多
様
化
・
高
度

化
に
対
応
で
き
る
職
員
を
採
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

（
東
海
林
一
樹
議
員
）

　

特
に
顕
著
な
業
績
を

挙
げ
た
場
合
に
手
当
を
支
給
す

る
と
あ
る
が
、ど
ん
な
場
合
か
。

　

例
え
ば
弁
護
士
が
裁

判
で
町
に
利
益
を
も
た

ら
し
た
場
合
な
ど
。

（
要
旨
）
危
険
度
の
高
い
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
感
染
症
等

の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
場

合
、
町
対
策
本
部
を
設
置
し
ま

す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
東
海
林
一
樹
議
員
）

　

対
策
本
部
の
具
体
的

な
業
務
は
。　

国
が
示
す
方
針

に
基
づ
き
行
動
計

画
を
決
定
す
る
。情
報
の
提
供
、

予
防
接
種
、
蔓
延
の
予
防
措
置

等
を
想
定
し
て
い
る
。

（
要
旨
）
教
育
委
員
会
で
新
た

に
指
導
主
事
を
採
用
す
る
た
め

給
料
表
を
定
め
ま
し
た
。

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

指
導
主
事
の
仕
事
は
。

　

町
全
体
と
し
て
効
果

的
な
教
育
を
実
施
す
る

任
期
付
き
職
員
を

新
た
に
採
用

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
本
部
条
例
の
制
定

職
員
の
給
与

カ
ッ
ト
を
継
続

教
育
職
員
等
の

給
与
の
制
定

町
長
、副
町
長
、教
育
長
の

給
料
月
額
10
％
減
額

※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、

　

国
家
公
務
員
の
平
均
給
与
額

を
１
０
０
と
し
て
算
出
し
た
地

方
公
務
員
の
給
与
水
準
。

問総
務

課
長

総
務

課
長

問

総
務
課
長 問

保
健
福
祉

課
　
　
長

問

問教
育

次
長

７月完成に向け工事の進む国見の里



た
め
に
、
幼
稚
園
と
小
中
学
校

の
円
滑
な
連
携
を
図
り
、
学
力

の
向
上
と
い
じ
め
・
体
罰
の
防

止
な
ど
教
育
全
般
に
わ
た
る
指

導
・
助
言
を
行
わ
せ
る
。

　

地
域
主
権
改
革
で
、
こ
れ
ま

で
国
が
決
定
し
て
い
た
事
務
の

実
施
判
断
な
ど
を
町
の
実
情
に

応
じ
次
の
３
条
例
を
定
め
ま
し

た
。

２月臨時会・３月定例会

町長の行政報告（抜粋）
地
域
主
権
改
革

に
よ
る
町
基
準

等
を
決
定

（
要
旨
）
入
居
で
き
る
収
入
を

定
め
ま
し
た
。
な
お
金
額
は
改

正
前
と
同
額
で
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）
町
営
住
宅
の
悪
質
家

賃
滞
納
者
２
名
に
支
払
い
を
求

（
要
旨
）
町
営
住
宅
を
整
備
す

る
場
合
に
景
観
等
の
地
域
特
性

や
災
害
時
の
特
例
を
定
め
ま
し

た
。 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
要
旨
）
町
道
を
整
備
す
る
場

合
に
道
路
の
幅
や
標
識
文
字
の

大
き
さ
等
を
定
め
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

め
る
た
め
裁
判
所
に
民
事
調
停

を
申
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

連
帯
保
証
人
と
交
渉

し
て
い
る
の
か
。

　

入
居
者
、
連
帯
保
証

人
と
交
渉
が
で
き
な
い

の
で
申
し
立
て
を
決
定
し
た
。

（
志
村
良
男
議
員
）

　

滞
納
額
は
。
ま
た
、

結
果
に
よ
っ
て
は
強
制
退
去
を

考
え
て
い
る
か
。

　

滞
納
額
は
２
０
９
万

円
。
調
停
に
よ
り
徴
収

で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

町
道
の
構
造
基
準
や

道
路
標
識
の
寸
法
を
制
定

町
営
住
宅
管
理

条
例
を
改
正

町
営
住
宅
の
整
備

基
準
を
制
定

家
賃
滞
納
者
に

対
す
る
民
事
調

停
を
申
立

建
設

課
長

建
設
課
長 問問

　町の復旧・復興と町民の安全・安心の確保
に向け「オール国見」で取り組むため、昨
年末に議員、町内会長、県北浄化センター
環境を守る会などの各種団体で構成する町
民会議を設立。その後、県北浄化センター
汚泥の保管状況や桑折町等の仮置き場設置
状況の現地調査、東京電力や県への要請行
動、除染推進を図るため各方部町民懇談会
を実施。

　２年連続の加工自粛を受け、「安全な原料
柿の確保」、「製品検査体制の確立」を目的
に国、県、当町を含む１市２町、農協等で
「あんぽ柿復興協議会」を結成。

　国から「全戸が生産出荷管理区域で吸収
抑制対策と全量全袋検査の実施の継続」が
示され、町では伊達市、桑折町と統一した
対策方針を決定。25年産米の作付け目標配
分率は66.8％で県内一律配分となったこと
により前年比で3.3ポイントの減。

　建物は７月末の完成で９月１日の開所を
予定。

　以前に作成した防災マップ修正版を全戸
配布する。災害時の物資支援や職員派遣を
行う「自治体間相互応援協定」を当町に職
員派遣のあった岐阜県池田町と事前協議中。

　仮置き場の早期確保に向け協議、調整中。
皆様の更なるご理解とご協力をお願いする。
要望の多い子どもの遊び場除染の発注を準
備中。 まずは仮置場（原発災害対策課）

○「東日本大震災復旧復興対策推進
国見町民会議」の取り組み

○あんぽ柿に関する対応策

○平成25年産米の作付け

○特別養護老人ホーム「国見の里」
整備

○防災及び災害対策

○除染
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